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黒田　 チカノ壁画から美術館のための 「移動用壁画」へ

チ カノ壁画 か ら美術館 のため の 「移動用壁 画」 ヘ

　　　 メキシコ系アメリカ人の抵抗の表現(素 描)

黒 田 悦 子*

              From Murals to Portable Murals: 
Transformations of the Expressions of Resistance of Mexican-Americans 

                    (A Perspective)

Etsuko Kuroda

　本稿はメキシコ系アメリカ人の壁画活動を素描するものである。メキシコの

オロスコ,リ ベラ,シ ケイロスはアメリカ合衆国においても制作 し,シ ケイロ

スの画風 と技術がチカノ(政 治的に目覚めたメキシコ系の人々)に 影響力を持

ち,1960-70年 代に独特の民衆のための壁画が生まれた。このチカノ壁画の伝

統は80-90年 代 にも受け継がれているが,早 くも70年 代 にはパフォーマソスに

よる 「歩 く壁画」で壁画の表現上の限界を批判するグループが現れ,90年 代 に

は作家は 「移動用壁画」を描いて美術館などに展示する機会をえている。

   This is a summary article on the murals created by Mexican-

Americans from the 1960s to the 1990s. The purpose is to provide the 

Japanese audience with a general perspective of the Mexican-American 

murals from their origin to the present-day forms, through a period of 

creative criticism. 
   1. The activities of Orozco, Rivera, and Siqueiros in the United 

States in the 1920s-30s are briefly summarized, with the tentative conclu-

sion that Siqueiros may have had a major impact on the Chicano mural 

painters for three reasons: 1) political activism, 2) group painting in-
cluding non-professionals and his taller in Cuernavaca in Mexico, and 3) 

newly developed techniques well fitted to the US environment.
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   2. The major trends of Chicano murals in the 1960s-70s are sum-

marized with references to the regional variations in Los Angeles, East 

L.A., San Diego, San Francisco, Chicago, Albuquerque, Santa Fe, Las 
Vegas  (N.M.)  , Denver, Tucson, Phoenix and Houston (Texas) . The 

continuation of Chicano-style murals in the 1980s-90s is also commented 

on. 

   3. The criticisms of stereotyped murals by Willie HerrOn, Gronk, 

and others, represented by their performance of "walking murals," are 

summarized. 

   4. The appearance of "portable murals" for museums is interpreted 

as an artistic development in murals which had existed as street art, and 

at the same time it is suggested that murals still exist as conveyors of 

cultural expressions of ethnic identity, and as decorations for Mexican-

American neighborhoods. 

   I remain thankful to the SPARC (Social and Public Art Resource 

Center, Venice, California) for offering me two time reproduction rights 

for four copyrighted works. Photos 1 to 14 are all taken by the author.

は じめ に

1.オ ロス コ,リ ベ ラ,シ ケ イ ロ ス の ア メ

　 　 リ カ合 衆 国 で の 足 跡 と そ の 影 響 一 と

　 　 くに シケ イ ロスに つ いて

2.チ カ ノ壁 画 運 動(1960-70年 代)と そ の

　　継承

3.チ カノ壁画への批判的動向(1970-80年

　 　代)　　 ・r歩く壁画」の出現

4.「 移動用壁画」の出現(1980-90年 代)

　 　と壁画の現状

　 は 　 じ　 め 　 に

　アメリカ合衆国に住む メキシコ系アメリカ人の表現活動の最たるものは壁画であ

る。母国メキシコにある壁画の伝統を引き継いだ彼 らは移住先の北の国において,政

治的抵抗や自己表現のために壁画を活用 してきた。その活動の ピークは1960-70年 代

にあったとはいえ,今 もって壁画はこの民族集団と関わ りの多い地域に数多 く見 うけ

られる。本稿の目的は,こ の人々の壁画の成立ち,発 展,変 容を紹介することにある。

　メキシコには先スペイン期に始まり,植 民地時代 と19世紀を経て,1920-30年 代の

国民文化形成の一翼を担った壁画運動へと至 る永い壁画制作の伝統がある(次 節の紹

介はEdwards　 1966;Rodriguez　 1969　V依 拠)。
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　 先 スペ イ ソ期 にお け る壁 画 の普 及 は考 古 学 遺跡 に明 らか であ り,古 典期 マ ヤ

(300-900年)の ボナ ソパ ックの神殿にある楽 師 と踊 り手の壁画(A.D.760)が よ く例

に出 される。植民地時代 に入 ると,壁 画 もスペイ ンの描法 と技法 に影響 されて変容 し,

この地 に独特 の作 品が出てきた。 クエルナバ カのサ ソ ・フラソシス コ修道院 に残 る16

世 紀の壁 画で 日本 での殉教 シー ンを描 いた ものはそ の好例であろ う。 そ して,19世 紀

にはmカ ル な作家 が多 く現われ,ア シエ ンダ(農 園),レ ス トラソ,プ ル ケの酒店

な どに壁画 が描 かれ ていた。 このよ うな風土か ら出た民衆版 画家 のホセ ・グア ダルー

ペ ・ポサ ー ダはポル フ ィリオ ・デ ィアス政権下(1877-1911)で 批 判的版画を描 き,

オ ロス コと リベ ラに大 きな影響を与 えた といわれ る1)0こ の種 の民間の創作力 に国家

の援助が加え られる ことで壁画 が国民文化 の一部 となってい った。デ ィアス政権 は世

紀末か ら20世 紀 にかけてサ ソ ・カル ロス国立美術学校 の学生を ヨーロ ッパに留学 させ

た。この中に,ヘ ラル ド・ム リー リョ(別 名 ア トル博士,ア トル とは ナ ワ語で水 の意),

ロベ ル ト ・モ ンテネ グ ロ,デ ィエ ゴ ・リベ ラが いた。 この三 人の 内,ア トル博士 が

1910年 か ら政府 の要請 に よ りグループで壁画を描 き始め,こ の中にオ ロス コがいた と

され る。1919年 に は,シ ケイ ロスが革命政権 に派遣 されてパ リとイ タ リアに行 き,当

地の フ レス コ画に接 す る機会 を得 た。 そ して,1922年 に は,ア ルバ ロ ・オ ブレゴン政

権下,ホ セ ・バス コソセ ロスが文部大 臣 とな り,壁 画 の注文を始め るよ うにな った。

1920-27年 頃 が壁画 ルネ ッサ ンス,カ ルデナス政権下の1934-40年 頃 が壁画制作の第二

波 とな った ことは周知 の ことである。

　 この1920年 代 よ り数多 くの壁 画家 が活動す るが,メ キシ コで三大 巨匠 と 目され るの

は オ ロス コ,リ ベ ラ,シ ケイ ロスであ った。 この三人 はメキシコで著名な作品を生み

だ したが,ア メ リカ合衆国において も活動 し,メ キ シコ系 アメ リカ人 の壁画制作に多

大の影響を与えた。

　本稿では,ま ず第一に,三 大壁 画家,と くに シケイ ロスのアメ リカ合衆国での足跡

と影響 を考 察 し,第 二 に,1960-70年 代 に全盛期 を迎 えたチ カノ(政 治的 に 目覚 めた

メキ シ コ系 アメ リカ人)の 壁 画活動 を紹介 し,第 三 に,表 現媒体 と して の壁画の限界

が指摘 され る経緯 を追 い,第 四に,1980-90年 代 に壁 画が街 路を往来す る民衆へ政 治

的 メ ッセ ージを伝え るものであ る度合いが減 り,一 部 は画廊や美術館向けの作品に納

まってい った現実について言及 してい く。

　 メキ シコ本国の壁画については無数の研 究があ り,日 本 でも美術書や ディエ ゴ ・リ

ベ ラ と フ リー ダ ・カ ロに 関わ る 出版物 にか な りの言 及 が あ る(加 藤1988;中 原

1994;後 者 は1930年 代 への知 見に充 ちてい る)。 しか し,壁 画 のア メ リカ合衆 国への
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波及,と くに壁画がメキシコ系アメ リカ人の抵抗の表現媒体とな り現在に至る過程に

ついては近年やっと研究が出てきたところであ り,日 本では論文(加 藤1993)と 展

示図録(横 浜市民ギャラリー1992)が あるが,他 にはあま り紹介されずにきている。

本稿では私が1997年12月 までに入手できた書籍,展 覧会の図録,教 育用スライ ドを駆

使 して上記の過程を素描 しようとするものである。

1.オ ロス コ,リ ベ ラ,シ ケイ ロス の ア メ リカ合 衆 国で の足 跡

　　 とそ の影 響 　 　 と くに シケイ ロス に つ い て

　 メキ シ コ革命後 の1920-40年 代 におけ る メキ シコとアメ リカ合衆 国の関係は相互に

実 り多か った。 メキシ コは革命の戦闘期を終 え,そ の社会的文化的 目的を成就 しは じ

めてお り,国 全体 に輝 きのある時代であ った。一方,ア メ リカ合衆 国は第一次世界大

戦後 の繁栄 を享受 しなが らも社会経済的矛盾 は高 ま り社会主義運動が盛ん とな り,ロ

シア革命 とほぼ同時期 に革命を成 し遂げた メキ シコに好意的 イ メージを抱いていた。

そ こで様 々な相互交流が起 こるのだが(Britton　 1995に 詳 しい),こ こでは壁 画に限

って両 国間の交流を探 ってみ よ う。

　 メキ シコの三大壁画家 オ ロス コ,リ ベ ラ,シ ケイ ロスはア メ リカ合衆国において も

壁画 を描 き,こ の国の芸術家のみな らず 日本人画家 とも接触 し,な に よ りもメキ シコ

系 ア メ リカ人 の創作活動 に影響 を与 えた。北 の国で の三人 の活動 を検討 してみ る と

(Hurlburt　 1989に 詳 しい),メ キ シコ系 アメ リカ人V'　 番影響 力のあったのは シケイ

ロスであった と思われ る。オ ロス コ,リ ベ ラに比べ てシケイ ロスは どの よ うな点で魅

力が あった のだ ろ うか。

　 オ ロス コ(以 下 の記述 はHurlburt　 1989:26-29,43,57,87;石 崎1980:122;中 原

1994:43-50)の 仕 事 のた めの アメ リカ合衆 国滞在 は1927-34年 の7年 間 に渡 り,三 人

の中 では一番長い。 しか し,メ キ シコ系 ア メ リカ人 との接触はあ ま りなか った よ うで

ある。

　 1927年 に ニューヨークに彼 が来 たのは メキシ コ通 のアル マ ・リー ド2)の 招 きに よる

ものであ った。彼女は五番街 の下手 にア シュラム3)と い うサ ロソを開いてお り,1928

年9月 に,こ のサ ロソの後 ろの部屋 をオ ロス コは スタデ ィオ として使わせて もらって

いた。

　 1930年,オ ロス コは ロサ ソゼルスの40マ イル東に位置す る クレアモソ ト市にあ るポ

モナ ・カ レッジの食堂 に壁 画 「プロメテ ウス」を描 いた。これは1924年 に アルマ ・リー
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ドが ギ リシャ滞在中に心酔 した詩人 ア ソゲ ロス ・シケ リアノスをイ メージ した もので

あ り,オ ロス コが彼女 のサ ロンか ら受 けた影響 の大 きさが伺え る。1930年 当 時,18歳

だ った ジャクソソ ・ポ ロックは この 「プ ロメテ ウス」を ポモナ ・カ レッジで見て,強

い印象を受けた といわれてい る。

　次 のオ ロス コの仕事はi93a-31年 の 二x一 ヨー クでの 二x-・ スクール ・フォー ・

ソーシ ャル ・リサ ーチにおけ るもので,ル イス ・マ ンフ ォー ドの紹介に よるものであ

った。 「革命 と万人 の兄弟愛」を テーマに した壁 画で,ガ ンデ ィ,フ ェ リペ ・カ リー

リョ・プエル ト(ユ カタソ半島の改革派政 治家),レ ーニ ソなどが描 かれ た。 この頃,

ニ ュー デ ィー ル のWPA(公 共 事 業 促 進 局)の 連 邦 美 術 計 画(ロ ー ズ1970:

132-133;新 川1973:157-158)4)に 関 わ っていた トーマス ・ハー ト・ベ ソ トソ5)に 師

事 していたジ ャクソソ ・ポ ロックは,ベ ソ トソがオ ロス コと共 同制作 した際 にモデル

とな って同席 した。 ここでもオ ロス コとポロ ックの接点があ ったのである。

　 オ ロス コの最後 の壁 画 は ロ ックフ ェラー財 団6)の 教 育資 金援 助 に よる もので,

1932-34年 の ダー トマ ス ・カ レッジの図書館での アメ リカ夫陸 の文 明の叙事詩を テー

マと した壁画であ った。 この大事業 を もってオ ロス コの アメ リカ合衆国への主要 な関

わ りは終わ った。

　 リベ ラの活動(以 下 の記 述はHurlburt　 1989:89-194)は カ リフォル ニアか ら始 ま

った。1930-31年 に 株式取 引所昼食 クラブ,ス ター ン氏私 邸,カ リフ ォル ニア美術専

門学校に各 々有名な壁画を描いた。 しか し,よ り顕著 な制作活動は ニューヨークで行

なわれ,1931年12月 一32年1月 には近代美術館 で リベ ラ展を開 き,1931年 の マテ ィス

展 よ り入場者 を集めた。 この時,リ ベ ラは記憶 に頼 りつつ既 に メキシ コで描 いた壁画

の部分部分 を 「移動用壁画」(portable　 mural)と して再現 した。 クエルナバ カのコル

テス宮,メ キ シコ文部省 などに制作 された リベ ラの壁 画の部分 がニ ュー ヨー クでも見

られたのである。そ して1933年 に はネル ソソ ・ロ ックフェラーの依頼 に よ りRCAビ

ル に壁画を描 いた。 ところが,「 人 間,そ れは宇宙を制御す る者」 と題 された壁画に

描かれ た レー ニン像が依頼 主の意 図にそ ぐわず,1934年2月 に この壁 画は破壊 され

た7)。1933年 に は労働者のため の学校 ニュー ・ワーカーズ ・ス クールに 自らの資金を

投入 して人類史をテーマに大 きな壁画を制作 した8)0

　 ニ ュー ヨークの リベ ラの活動 が話題 になるこ とが一般的には多いが,私 に とって興

味深いのは彼のデ トロイ トでの活動 である。そ こで メキ シコ系 アメ リカ人 労働者 との

交流が生 まれ るか らであ る。

　 リベラは デ トロイ トに1932年4月 か らほぼ一年間滞在 した。 デ トロイ ト美術学校 の
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館長 ウ ィリアム ・バ レソタイナーが中庭に壁画の制作を依頼 したか らである。 テーマ

は 「デ トロイ トの産業」であ り,フ ォー ド社社長が資金を出 した。 そ こで,リ ベラは

アメ リカの資本主義を描 き,こ の壁画は現存 してい る。

　 この滞在期間に リベ ラはデ トロイ トとその周辺で働 くメキ シコ系労働者 の生活に接

し,本 国帰還運動Y　 力 した。 しか し,テ キサス州 ヌエボ ・ラレ ド経 由の帰還の旅は

順調に進 まず,本 国でカルデナス政権が と りつけて くれるはず の農業協 同組合 も機能

せず,そ の他の雇用 も実現せず,労 働者は また もア メ リカ合衆 国に戻 らざるをえなか

った(Vargas　 1993:178-187)。 リベ ラの非 現実的 な理 想主義 は労働者 の生活 を救 う

ことはで きなか ったのである。

　 シケイ ロスの アメ リカ合衆 国滞在 は1932年5-11月 に ロサ ンゼルス,1936年2月 中

旬か らの ニュー ヨー ク(1937年 に は スペイ ソ市 民戦争 に参加)と 必ず しも長 くはない

が,ジ ャクソン ・ポ ロックに与 えた影響はい うまで もな く,メ キシ コ系 アメ リカ人の

壁画制作に多大 の貢献 を した といって よいだろ う。 なぜ シケイ ロスは この人hに 意味

深い存在 とな ったのだ ろ うか。三つの理 由が挙 げられ よう。

　 第一に,シ ヶイ ロスは政治的 に過激派であ り,抵 抗 を繰 り広げ るチカノの心情に合

う作家 であ った と推測 され る。彼が1932年5月 に ロサ ソゼルスに来たのは メキ シコか

らの政 治的亡命者 としてであ り,同 年11月 に アルゼ ンチ ンへ去 るの も彼 の芸術 の政治

的表現の激 しさの故 の追放 であった。そ して,ア ルゼ ンチ ソの次に滞在 した ウル グア

イか らも追放 され た。 さらに,1937-39年 に は スペイ ン市 民戦争 に参戦 した。そ して,

1940年5月 には メキ シコ ・シテ ィにて トロツキ ー襲撃 に加 わ った とされ る(中 原

1994:136)。 こ の ような人生を歩む人 の作 品は政 治的信条を表現す るため のものであ

った。

　 リベ ラもある時期 まで共産党員であ ったが,シ ケイ ロスは よ り硬 派の共産主義者 で

あった。彼は リベ ラの絵に見 られる 「典型的 メキシコ」に反対 し,自 らの作品 は 「メ

キ シ コ民 衆 の 現 実 の苦 悩 」 を 表 現 す る芸 術 で な くて は な ら な い,と 考 えた

(Hurlburt　 1989:204)。 「弁証的 に して破壊 的芸術」 こそ 自分 の 目ざす ことで ある と

考 えた(Hurlburt　 1989:206)。 この姿勢 は1932年 に ロサ ンゼルス で制作 され た三つ

の作 品に よく表現 されてい る。　 、

　第一作 はチiイ ナー ド美術学校の彫刻用 中庭 に描かれた 「街路 での労働者 の集会」

であ り,人 種差別 と帝国主義への批判が こめ られていた。子供 を腕 に抱xた 黒人女性

と子供を抱 えた 白人女性が組合運動家 の話 に耳を傾け るシーソが描 かれ てお り,人 種

を異Y'す る人 々が互いにゆ った りと近接 して立 っていた。これが関係者の怒 りを買い,

6
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壁 画 の注 文 を した ネ ルバ ー ト ・チ ュイ ナ ー ドは この壁 画 をす ぐ さ ま消 去 した

(Benavidez　 and　Vozoff　 1984:46;Goldman　 1982;Stein　 1994:76-79)o

　第 二作 は 「トロピカル ・アメ リカ」 と題 され,ロ サ ソゼルスのメキシカ ソ ・タウ ソ

のオルベ ラ街 の画廊所有者 の依頼で描かれた。 これは屋 外のセ メン ト地 に フレス コ画

法で制作 され た壁画 で,十 字架には りつけ られた先住民が描 かれ,頭 上 にアメ リカ合

衆国の鷲 が付 いていた。 ラテ ソアメ リカにおけ るアメ リカ帝国主義 の存在 を表現 した

ものであ り,コ ミsニ ス ト的 と批判 され,鷲 の画像はす ぐさま ロサ ンゼルス市 の権限

に よ り消 去 され た(Benavidez　 and　 Vozoff　 1984:46;Goldman　 1984a;Hurlburt

l989:209-213)。 この壁画 その ものは近年 まで存在 していた らしいが,1997年lo月 に

この場所 を訪れ ると,壁 画全体が ベニヤ板に被われ,何 も見えなか った。

　第三作 はサ ンタ ・モニカの映画監督 ダ ッ ドリー ・マ ーフィー(S.M.エ イ ゼ ンシ ュ

タイ ンの友人)の 私宅 に描かれた 「今 日の メキ シ コの姿」で,ブ オ ソ ・フ レス コ(真

性 フ レス コ)9)で あ った。 プル タル コ ・エ リアス ・カ リェス政権 時代(1924-1930)

の メキ シコが描 かれ,大 統領 の姿がお金を入れた袋の前に置 かれ,ア メ リカ合衆 国の

利権を代表 す る駐墨米大使 ドワイ ト・モmの 姿 も描かれていた。 この作 品は個人所

蔵 の屋 内壁画 の ためか,今 日で も現存 してい るとい うこ とで ある(Hurlburt　 1989:

213-215)0

　 さて,シ ケイ ロスが メキ シコ系 アメ リカ人の役に立 った第二の理 由は グルー プ制作

の強調にあ った と思われ る。壁画 の制作 には どの作家で も助手を必要 とし,オ ロス コ

も リベ ラもセ ミ ・プロの助手 を使 って集団 で仕事を こな した。 しか し,シ ケイ ロスの

場合,も っと枠 を広げて,学 生 か ら素人 に至 るまでも組み こんで制作 してい った。 と

にか く教育への意欲が盛 んなのである。 ロサ ソゼル スに来たの もチ ュイナ ー ド美術学

校 で 教 え るた め で あ り,こ この 学 生 と一 緒 に 既 述 の 第 一 作 を 制 作 して い る

(Hurlburt　 l　989:206)。 この学生た ちが どの よ うな人 々であ ったのか は不 明であるが,

シ ケイ ロスの教育上の貢献 は滞米生活 の始 ま りか ら認め られ るのであ った。 また,後

年,彼 が メキシ コの クエルナバ カに工 房(La　 Tallera)を 持 った時 には,チ カノ壁画

家 の ジ ュデ ィス ・バ カが ここで学 んだ(Goldman　 1993:25)。 こ の年代 は1977年 で

(Rickey　 1984:88),工 房 には大型電機昇降機 まで備 え付け てあ り,大 壁画 の制作 に

適 した所だ った ので(Stein　 1994:316),後 に ロサ ソゼルスで大壁画 を手がけ るバ カ

は学ぶ ところが多か ったに違 いない。バ カ と並 んで著名なチ カノ壁画家の ライ ・パ ト

ラソもシケイ ロスの下で学んだ。 シカゴ,次 いでサ ン ・フラ ンシス コで活躍す るパ ト

ラ ソは1966年 に メキ シコで シケイ ロスの フレス コ画制作に参加 し,以 降,彼 の壁 画に

7
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は シケイ ロスの画風が色濃 く出て きたのであ った(Barnett　 1984:89-91)。

　 シケイ ロスが メキシコ系 アメ リカ人に限 らず アメ リカ美術界に与xた 影響 の大 きさ

の第三 の理 由 として彼の技術面での貢献 がある。早 くも1922年 頃,メ キ シコで彼は技

法の改革 を試み ている。エネキ ソ(竜 舌蘭繊維)製 の布 のキ ャソパ スに土地の松やに,

コパ ル(樹 脂),油 を 混ぜ た顔料 を塗 り,絵 の効 果 を高 め よ うと した(Huriburt

1989:204)。 この よ うな試みは1930年 代 に ロサ ソゼルスで制 作を始め ると,さ らに度

重 な っていった。 ここでは外気 と太陽 と雨 にさ らされ る外壁,し か もセ メソ トの上に

描 くこ とが多 くな り,室 内や廊下や中庭用 の壁画に適 していた フ レス コ画法が 向かな

くなったか らであ った(Hurlburt　 l989:206)。

　 シケイ ロスが ロサ ンゼルスで最初 の壁画 「街路 での労働者の集会」 を描 いた時,耐

水性 セメ ソ ト,ス プ レイ ・ガン(早 く絵 の具 を塗 るため),ス テ ソシル(形 付板),下

絵 のスケ ッチ代 りの写真(中 原1994:42に よれば,エ イゼ ンシュタイ ンか らの影響

だ とされ る)を 使い始めた。1933年 に滞在 した南米では,自 動車用 デ ュコ塗料(ニ ト

ロセル ローズ顔料),さ らに写 真に もカメラとシネマ用 カメ ラの両方 を使 い,全 体構

想の しっか りした動 的な壁 画を制作 しよ うと した。そ して,1936年4月 に ニ ューヨー

クのユニオソ ・ス クウェア近 くで工房 を開 いた時,さ らに実験 を く り返 した。合成樹

脂絵の具,ラ ッカーも導 入 され,エ ア ・ブラ ッシ技法,ド リッピソグ方式が始め られ

た(Hurlburt　 1989:207,218-219,221-225;中 原1994:50,56-58に も詳 しい)。 この

技法 に影響 され たのが ジ ャク ソン ・ポ ロ ックで(講 談 社1994:ジ ャ ク ソン ・ポ ロ ッ

ク年譜),1936年24歳 の 時,シ ケイ ロスの工房 に出入 りしていた のであった。 ポ ロ ッ

クは1947-50年 頃,ア クシ ョン ・ペ イ ンテ ィングを始 め,ナ バ ホの砂絵か らの着想 だ

とされ てい るが(石 崎1980:126,X28),技 法 的には シケイ ロスか ら学 んだ ことが役

立 ったのであ る。そ して,ポ ロックとは別に,シ ケイ ロスの技法を受け継いで壁画を

大量 に制作 した のは,後 述す る1960-70年 代 の メキ シ コ系 ア メ リカ人 た ちであ った

(Cockcroft　 1988:189),

　 オ ロス コ,リ ベ ラ,シ ケイ ロスの作品に代表 され る メキ シコの壁画が アメ リカ合衆

国に影響 力を発揮 したのは1930年 代 の ことであ った。 この時期には 二s一 デ ィール政

策に支援 され公共壁 画が2500以 上(メ キ シコ系の人hに よる もの とは限 らない)全 国

で制作 された(Cockcroft　 and　Barnet-Sanchez　 l993:7)。 しか し第二次世界大戦 が始

まると壁 画熱 は冷 え こみ,大 戦後の40-50年 代 には壁画は時代の好 みではな くなった。

それが復 活す るのは1960年 代 にメキシコ系 アメ リカ人 の政治的抵抗が始 まった時であ

った。

8
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2.チ カ ノ壁 画運 動(1960-70年 代)と そ の継 承

　 1960年 代 に公 民権運動 が全 国的 に高 まった頃,メ キシ コ系の人hも 各地 で立 ち上 が

り地方 ごとに復権運動を くり広げた(黒 田1989;1998)。 そ して,こ の復権運動 を視

覚的に表現す るもの として壁画 が各地 で描かれた。政治的に 目覚めた メキ シコ系 ア メ

リカ人 はチカ ノ(メ キ シカ ンか ら由来 した とされ る)と 呼ばれ,1960-70年 代 に彼 ら

が創造 した壁 画はチ カノ壁画 と称 され,激 しく高揚 した時代精神を表現 していた。 チ

カノ壁画の表 現上 の躍動感 と社会 へ投 げか けたメ ッセージは一定の スタイルを持 って

お り,こ れは1980-90年 代 にも一部 は引 き継がれ てい る。 これ らのチ カノ壁画 につい

ての資料(文 献 リス ト参照)を 検討 し,地 域 ごとに素描 し,私 が気づいた幾つかの傾

向性を記 してい こ う。

　 1960年 代 に描かれた初期の壁 画の好例 はア ン トニオ ・ベルナール作の 「デル ・レイ

壁画」(1968年,壁 画1)(SPARCス ライ ド1990:1)だ とされ てい る。 デル ・レイ

とはカ リフ ォル ニア北部にあ る小 さな町で,劇 作家 のルイス ・バル デスの創作活動の

拠点 とな った ところである。バル デスはセサ ール ・チ ャーベス10)率 い る農場労働 組

合運動 に協力 して農民劇場を始め,組 合活動 の拠 点デ ラー ノで実演 していたが,創 作

壁 画1　 ア ン トニオ ・ベ ル ナ ー ル,「 デル ・レイ 壁 画 」,1968,カ リフ ォル ニア 州 デ ル ・レイ農 民

　 　 　 劇 場 文 化 セ ンタ ー(◎SPARC)
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に専念 す るた めにデル ・レイへ拠 点 を移 したのであ った。 そ こに農 民劇場文化 セ ン

ターが建て られ,そ の質素 な木造 の建物の扉 の横 の壁面 に描かれたのがデル ・レイ壁

画であ る。扉 の方 に顔 を向け て一連の男女 の立像 が描かれてお り,ま るでボナ ンパ ッ

クの楽師の壁画の よ うな雰囲気をか もし出 している。先頭 の女性は メキ シコ革命期 の

女性兵士アデ リータ,次 いで,パ ンチ ョ・ビリャ,エ ミリアー ノ ・サパ タ,ホ アキ ン ・

ム リエ ッタ(カ リフォル ニアの ゴール ドラ ッシュ期 のメキシ コ系 の反乱指導者),統

一農場労働組合(UFW)の 旗 を かかげたセサ ール ・チ ャーベス
,グ ア ダル ーペ ・イ

ダル ゴ条約を両手 に持 った土地返還運動 の指導者 ライエス ・ティヘ リナ,銃 を持 った

マル コム ・X,そ して最後 にマーテ ィン ・ルーサ ー ・キ ングが立 ってい る。壁画 の場

所が記念すべ き建物 であ ることに加xて,極 め て素朴な筆致が見る者 に忘れ がた い印

象を与xた に違 いない。

　 次に ロサ ンゼルスに移 る。 ここではチカノ壁画 の流行以前か ら壁 画は メキシ コ系住

民の間に定着 していた。バ ー,レ ス トラソ,酒 店の壁に フ レス コ画を描 くことが ご く

普通の慣習で あ った(Gonzalez　 1982:155)。 そ こへ1960-70年 代 にチ カノ壁画の全盛

時代が訪れ,80年 代 に も制作 が続 き,今 なお,そ の活動が見 られ るのが同市 の特徴で

ある。

　 同市 では壁画制作 の大 プロジェク トが次hと 進行 した。1974年,市 のプ ロジェク ト

が始 ま り,シ ケイ ロスの流れを くむ ジsデ ィス ・バ カが指導者 とな り,市 内に250も

の作品が描かれた。 これはチ カノの ものとは限 らず,ア ジア系,アフリカン ・アメ リ

カン(黒 人)の 作品を も含んでの数 である(Goldman　 1993:13)。

　 1976年 か らは 「ザ ・グ レー ト ・ウォール ・プ ロジェク ト」(大 きな壁 プロジェク ト)

が始 まった。 これは ダウン ・タ ウソか ら見て北西に位置するサ ン ・フ ェルナン ド・バ

レーのテ ィフ ソガ排水用堀割 の氾濫制御水路に カ リフ ォル ニア州 のマイノ リティの歴

史 を描 くとい う計画であ った。1976年 夏 にス ター トし,ジ ュデ ィス ・バ カの監督下,

80人 の青年,10人 の芸術家,5人 の歴史家が協力 した。 このプ ロジ ェク トは8年 も続

き,1983年 夏 には1950年 代 の歴 史を描 くに まで至 った。「大 きな壁」の長 さは2,435フ

ィー ト(1フ ィー トは30.48cm)と な り,制 作Y'参 加 した青年 の数 は215人 に もな っ

た。初期の プ ロジェク トに同市 の犯罪司法省がスポ ソサーの一員 となってい ることか

ら察 せ られ る よ うに,壁 画制 作 は 非行 青 年 の救 済 を も 目的 と して いた ので あ る

(Goldman　 1993:13-14;SPARCパ ンフ レッ ト1983)。

　 「大 きな壁」の最初 の部分 には考古学時代や先住民を描 いた壁画が あ り,ネ イテ ィ

ヴ ・アメ リカンの青年 が素朴 な絵を描いた(SPARCパ ンフ レッ ト1983:5)。 しか し,
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全体の中で 目立つのは ジュデ ィス ・バ カの画 である。 た とえば,「 ズー ト ・スー ト暴

動」(1981年)(ア メ リカ海兵 隊の暴力 に対 して メキ シコ系の青年 が起 こした暴動)の

中で描 かれ ている,か がみ こんだ裸 の青年(Ybarra-Frausto　 1993:68の 図 版),「 ユ

ダヤ人亡命者」(1981年),1950年 代 に起 こった ドジャー野球場建設 のため のメキシコ

系居住 区の売却に反対す る女たちを描 いた 「バ リオの分割 とチ ャーベス ・ラビー ン地

域」(1983年,壁 画2)(SPARCス ライ ド1990:14)に は人 々の激 しい表情 と抵抗 の

姿勢 が表現 されてい る。

　 1988年 か らは 「グ レー ト・ウ ォールズ ・ア ン リミッテ ィ ド」(限 りな き大 きな壁)

プ ロジ ェク トが始 ま り,ロ サ ソゼルスの各民族居住区に70以 上の壁 画が描かれた。 こ

の一 例 と して イ レイ ナ ・セル バ ソテス の 「供 げ 物」(1989年,SPARCス ラ イ ド

1990:20)が あ る。画の中心に統一農場 労働組合(UFW)の 創 立に寄与 した ドロレス ・

ウェルタ(セ サール ・チャーベスの友人)が 描かれ,中 央 アメ リカの女性,エ ル ・サ

ルバ ドールの亡命詩人 の詩,祭 壇な どが加 え られ ている。人物の表情は平盤 に描 かれ

てい るので,人 物名や詩 の内容を知 って こそ,絵 のメ ッセージが読み とれる。 このメ

ッセ ージを感 じとれ ない人 には,こ の壁 画が周囲の街路 を装飾す るための もの と見え

るだろ う。 「供 げ物」 以前 に制 作 され た ジ ョン ・バ ラデ スの 「ブmド ウェイ壁 画

(1981年,SPARCス ライ ド1990:15)は 衣 料会社 の内部に描かれた もので,パ チ ュー

壁 画2　 ジ ュデ ィス ・バ カ,「 バ リオ の分 割 とチ ャ ーベ ス ・ラ ビ ー ン地域 」,1983,Rサ ソゼ ル ス

　 　 　 近 郊 サ ソ ・フ ェル ナ ソ ド ・バ レー の テ ィフ ンガ排 水 用 掘 割(◎SPARC)
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コ風(1940年 代 の メキ シコ系 アメ リカ人 の若者のス タイルか ら由来 した言葉。貧 しく

ともそれな りにお しゃれ を した スタイル)の 女性 と黒人 が描 かれ ている。街 の情景を

描 いた もので,政 治的 メ ッセージは感 じられない。同様 の ことは フランク ・ロメ ロの

「オ リンピ ックへ行 く」(1984年,SPARCス ライ ド1990:18)に も感 じられ る。ハ

イ ウ ェイの壁 画に描 かれた ものであろ うが,ナ リソピ ックへ の人 々の期待を担 って車

が走 ってい る情景が描 かれ てお り,セ メ ン トの壁の飾 りにな っている。元来,壁 画を

描 く目的には街路 や町の装飾 とい うこ とがあ ったのであ り,こ の種 の壁画 も生 き続け

てきた といえ るだろ う。

　 ロサ ンゼルスの壁 画を紹介 してきたが,1970年 代 の好例 を出 しかね てきた。資料に

適当な ものがなか ったか らである。 しか し,同 市の中で もメキ シコ系人 口の集中す る

地域 と して知 られ るイ ース ト・ロサ ンゼルス となれば,こ の期 の社会情況を表現 した

壁画は多い。

　イ ース ト・ロサ ンゼルスに描かれた最初の壁画は1970年 に4人 の作家に よ り制作 さ

れ,こ れ以降,連 邦政府や市の資金援助に よ り次hと 制作 され,近 隣居住区(バ リオ)

の 青年 が参 加 した(Kahn　 1975:117)。 ウ ィ リー ・ヘ ロソとグ ロソクの 「黒 と白の禁

止令壁画」(1973年,壁 画3)(SPARCス ライ ド1990:3)は 連 邦資金 に よるエス ト

ラーダ ・コーツ住居 プロジ ェク トのmと して描かれた90枚 の壁画 の一つ であ る。べ

壁画3
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トナム戦争時の反戦デモ,警 官の暴力,ロ サ ンゼルス ・タイ ムズのチカノ ・レポーター

であ った ル ーベ ソ ・サ ラサ ール の死 などを描 いている(Benavfdez　 and　Vozoff　 1984:

48)。 黒 白の モ ンタージ ュで,ニ ュースの一 コマー コマを次 々 と見てい るよ うな効果

が ある。 この作者は常に新 しい試 みを実行す る人たちであ り,次 章 で詳 しく紹 介 した

い と思 う。

　 同 じエス トラーダ ・コー ツ住民 プ ロジ ェク トによ り描かれたマ リオ ・トレス とその

仲 間 の共 同作 品 「私 た ち は マ イ ノ リテ ィでは な い」(1978年,SPARCス ラ イ ド

1990:4)は ポ ス ターの ような作品 で,チ ェ ・ゲバ ラの顔が語 りかけ る ような表情 で

描かれてい る。

　 カル ロス ・アルマ ラスがバ リオの青年 の協力を得て描いた 「ガー リョ農場 の ワイ ソ

を買わ ないで」(1974年,壁 画4)は,当 時セサ ール ・チ ャーベスが率 いたぶ ど う ・

ス トライキを支援す る図柄 で,こ ぶ しを振 り上げて叫ぶ女性,鎖 につながれた労働者,

警 官,骸 骨な どが描 かれ ている。

　 メキ シコ国境に近いサ ソ ・デ ィエ ゴでは ローガ ソ居住区がハイ ウェイ ・パ トロール

の駐車場にな る計画が進 んだが,メ キシ コ系住民の反対運動が効を奏 し,チ カ ノ公 園

として使われ ることにな り,こ こに多 くの壁画が描かれた。 この頃,サ クラメン トか

ら来た ロイ ヤル ・チ カノ ・エアー ・フォースと名付け られた青年の グルー プとホセ ・

壁 画4　 カル ロス ・ア ル マ ラス と青 年 た ち,「 ガ ー リ ョ農 場 の ワイ ソを 買わ な い で」,1974,イ ー

　 　　 　 ス ト ・ロサ ソゼ ル ス(◎SPARC)
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モ ソ トヤが壁画制作 に活躍 した。た とえぽ,モ ソ トヤ とこのグル ープは上記の公園を

通 るハイ ウェイの支柱 に 「農場労働者の家族」(1975年,SPARCス ライ ド1990:2)

を描 いた。 この作品はセ メソ トむ き出 しの支柱 を絵 で飾 ると同時に メッセージを発 し

てい る。 ソソブ レロを被 った農場労働者 が十字架上 のイエスのよ うに描かれ,頭 上 に

は統 一農場労働者組合の旗の シンボルである黒鷲 が黒 々と塗 られてい る。 労働者 の下

部 には女性 と児童が立 ってお り,子 どもは手 に法律書を持 ってい る。同 じチカ ノの公

園に ビク トル ・オチ ョア,ラ ウル ・ジ ャ ッケス と青年た ちが 「ヴ ァリオ,シ ー,ヨ ソ

クス,ノ ー」(1978年)を 描 いて,ハ イ ウェイ の支柱 を装飾 した(Barnett　 l984:384

ペ ー ジの右 カラー図版)。

　 サ ン ・デ ィエ ゴのバル ボア公園にはチ カノ公 園壁画 プ ロジェク トに よ り多 くの壁画

が制作 され た。 ビ ク トル ・オチ ョアの 「ジ ェロニモ」(1981年,SPARCス ライ ド

1990:13)は1970-80年 代 のネイテ ィヴ ・ア メ リカ ンとチ カノの連繋を象徴 的に表現

した もの とされてい る。踊 る男女,銃 を手に した ジェロニモ,骸 骨,女 性(ド ロレス ・

ウェルタか?)と 楽隊が描かれている。最 も大 きな姿は ジェロニモである。1980年 代

末 には,オ チ ョアは タ リェール ・デル ・アルテ ・フ ロンテ リソ(国 境芸術工房)を 開

き,サ ン ・デ ィエ ゴとテ ィワナの芸 術家 を集 め移動労働者や不法移民のテーマを描 こ

うとした(SPARCス ライ ド1990:13の 解説)。

　次 にサ ソ ・フラ ンシス コであ るが,こ の都市 は ロサ ンゼル スよ りメキ シコ色が少 な

く,ラ テ ィノー般の壁画活動の中に メキ シコ系 の ものがあ る,と 理解 した方 が よか ろ

う。代表的作品は マルテ ィ ・エス ニックな制作陣 によるもので,マ ルテ ィ ・エスニ ッ

クなテーマを描いてい る。

　壁画 は とくにミッション ・デ ィス トリク トに集 中 してい る。 ここの居住者 がアイ リ

ッシュ系か らラテ ソ系 に移 りだ したのは1930年 代 とされ,最 初 の壁画 は1973年 に ジ

ェー ムズ ・タ ウン ・セ ンターに グルー プによ り描かれた。 テーマは ヴェ トナム戦争 に

よる人間破壊,警 官 の暴 力,ド ラ ッグの弊害,ラ テ ン起源 と青年へ の祝福 であ った

(Drescher　 l994:19)。 そ の後,壁 画はサ ン ・フラソシス コ中に次 々と制作 された。 こ

れ らを収録 した文献(Drescher　 l994)を 見 て,印 象的 な作品は次の よ うであ る。

　 1973-75年 に 活躍 したムヘ レス ・ムーラ リスタス(女 性壁 画家)と 称す る三人 のグ

ル ー プは闘 うチ カノの テーマ よ りも,よ り自由で人間的な テーマを描 いた。 「市場 の

た め に」(1974年)で は楽 しい ラテ ン世 界の市場 を;「 ラテ ィノアメ リカ」(1974年

SPARCス ライ ド1990:11)で は メキ シコ,ペ ルー,ボ リビア,グ アテマ ラ,ベ ネズ

エ ラの家族,儀 礼,収 穫が,「 子供のための幻想世界」(1975年)で は人間 と自然 が描
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かれた。ちなみに,メ ソバ ーのバ トリシア ・ロ ドリゲスはテキサス生 まれ のメキシコ

系であるが ペルー とボ リビアまで も描 き,グ ラシエ ラ ・カ リー リョは メキ シコ系 であ

った が グ ア テ マ ラ を 描 き,コ ンス エ ロ ・メ ソ デ ス は ベ ネ ズ エ ラ人 で あ っ た

(Cockcroft　 and　Barnet-Sfi.nchez　eds　1993:69--76;University　 Art　Museum,　 Berkeley

1977:14-19)o

　 同 じく女性 の感性 で美 しく描かれた作品は`:1年 代 に もあ り,プ アナ ・ア リシアの

「レタスを収穫す る女た ち」(1983年,SPARCス ライ ド1990:16)が そ れであ る。

元気 に働 く女性労働者 の一人は妊娠 してお り,そ の胎児が透 けて見える よ うに描 かれ

ているのが 印象的 である。

　女性壁画家に次 いで注 目を惹 くのは ライ ・パ トラソである。彼 は シカ ゴか ら1970年

代 に移 って きた作家で,メ キ シコのサ ン ・カル ロス国立美術学校 でアー ノル ド・ベ ル

キ ンに学 び11),既 述 の よ うに シケイ ロスの制作 にも参加 した経歴を持 っている。 シカ

ゴでは後述す る ように多 くの壁画 も制作 してい るが,多 面的才能 を持 った人 らしく,

ワ ン ・パ ター ソではない仕事を残 した。サ ン ・フランシス コでの代表的作 品は陶芸家

の メキ シコ系 とおぼ しき女性 と二人の非チ カノ作家 との共同制作に よる三 次元 的壁画

「統一の歌」(1978年,SPARCス ラ イ ド1990:12)で あ る。バ ー クレーの ラ ・ペ ニ

ャ文化 セ ンター(ラ テ ソ系文化セ ソター)の 正面の壁 面全体 を被 うように描かれ た も

ので,チ リの ピ リノチ ェッ ト政権時代に殺害 された抵抗派歌 手の ビク トル ・バ ラや フ

ォー ク ・ミュージ ックを奏す る南米の人 々が描かれている。 チカ ノではな くラテ ソア

メ リカ全般 に関わ る政治的 テーマが中心にすえ られたのである。 あま りに も有名 なこ

の壁 画 とは別に,ラ イ ・パ トラソの多面性を表わす作 品に,「 ブイ ム ・タイ ム/ノ ー

・タイム」(1980年 ,Drescher　 1994:カ ラー図版104)が あ る。 これは カ リフォル ニア新

法律学校 の内壁 に制作 された もので,ジ ャガーな どメキ シコ文化 の表象 の入 った図形

的処理 の顕著 な壁画であ る。

　 次に中西部 に 目を転 じてみ よ う。 ここで メキ シコ系人 口の多いのは シカゴであ り,

この都市 には1930年 代 か らニ ューデ ィール時代の壁画が存在 した。制作者 にはシカ ゴ

美 術学 校卒 業生 やそ こで学 んだ 人が 多か った よ うであ る(The　 Mexican　 Fine　Arts

Center・Museum　 1987a)0

　 1960年 代 の最初 の壁画 は 「メタ フィジ クス(平 和)」(1968年)で マ リオE.カ ステ

ィー リョと高校生が ピル ゼ ソ ・バ リオ(メ キ シコ系人 口の集 中 して住む地域。市の中

西部を 占め る)内 のサ ウス ・ハルステ ッド街に制作 した。 カステ ィー リョに よると,

北 西海 岸 イ ン デ ィア ソの デザ イ ソ と先 コ ロ ソ ブス 期 の モ テ ィ ー フを 借 用 した
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(Barnett　 1984:69)と され るが,図 版を見ただけでは理解 しに くい。次 の作品は 「兄

弟愛の壁」(1969年)と 称 され,同 じくカステ ィー リョと高校生 に よ り18番 街 と・・ル

ステ ッド街 の交差点 に描かれた(The　 Mexican　 Fine　Arts　Center・Museum　 1987a:カ

ラ ー図版参照)。 装飾模様 の中心には平和 の シンボルが描かれ,先 コロソプス期の神

殿の輪 郭部 が描かれ ている と解説 されてい る(Barnett　 1984:70)。

　 1970年 代 に入 る と,壁 画制作 が増 えた。シカゴ大学か ら見 て西方 に広が るピルゼ ソ ・

バ リオのべ ニ ト・フア レス高校,サ パ タ公園,「 アス トランの家(文 化会館)」 に ライ ・

パ トラソとバ リオの青年た ちが メキ シコ系 アメ リカ人 の歴史 をテーマ とした ものやそ

の他 の作品を制作 した(Barnett　 1984:90ペ ー ジの最上段 の図版)。 パ トラソは ピル

ゼ ン ・バ リオで育 ち,10歳 よ り毎年 メキ シコに行 き,1966年 に は シケイ ロスのフ レス

コ画制作に参 加 してお り,彼 の作品には シケイ ロスの構 成,ダ イナ ミズムが反映 され

ている(Barnett　 l984:89-91)。 た だ し,こ の印象はBarnett(1984)の 図版 を見 ての

こ とで,こ のパ トラソの作品 はマル コス ・ラヤに修正 されて しまった り,火 災 で消失

して しまった(Sore111984:106)。

　 1974-75年 に は シカ ゴ大学 の南 に位置 す るブル ー ・アイ ラソ ドとカル メ ッ ト・パー

ク地域 に ビセ ンテ ・メン ドーサ,ホ セ ・ナ リオ,ラ イ ・パ トランに よ り 「メキ シコ系

ア メ リカ人の歴史」が制作 され た(Sorell　 l984)。 この作品は,　Sorellの 掲 せた 図版

か ら判断す ると,ロ サ ンゼルスの 「大 きな壁」 のよ うな壁画で,メ キ シコ系ア メ リカ

人 の歴史 の重要 な時点の情景が描 かれ ている。

　 シカ ゴの壁 画 に つ い ては文 献 が 少 な く(Barnett　 l984;The　 Mexican　 Fine　Arts

Center・Museum　 1987a;Sorell　 l　984),そ の 全貌 を私 は把握 していない。

　 次に南西部 に 目を転 じ,ニ ューメキ シコ州 を見 てい く。 同州には スペイ ン系 アメ リ

カ人 と称す る人 々が多 く,チ カノ復権運動 に も容易Y'同 調 しない状況があ った。その

ことも一因 とな ったのか,こ こには壁 画の数 も少 な く,チ カノ壁画が大 プ ロジ ェク ト

に乗 って次々 と描かれたわけで もない。しか しなが ら,ア ルテス ・グアダルパ ーノス ・

デ ・アス トラソ(ア ス トラソのグアダル ーペ芸術)と 名 づけ られ た レイバ兄弟 とその

グル ープの活動 は注 目に価す る(以 下の紹介はGarduno　 l984に 依 拠)。

　 レイバ兄弟はサ ンタ ・フェのバ リオに住んでいたが,ヘ ロイ ン依存症か ら抜け 出す

ために1971年 に壁 画を描 き始 めた。州や市や 二x一 メキ シコ博物館 の資金援助を得て

制作を続け,1975年 までに17の 壁 画を完成 した。画廊の多いサ ソタ ・フェ市を支配 し

ていた ア ング ロ芸術家 と対立 したが,ネ イテ ィヴ ・アメリカン の協 力を得 なが ら描 い

た。全国的なチ カノ壁画の流行 とは離れ て,別 個に活動 していた。 その活動が結果的
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には全米 にみ られた チカノ壁画活動 の一翼 を担 っていたのだ と自ら気がついたのは後

日のこ とであった,と グル ープの一 員が語 っている。

　 アス トラ ソのグアダル ーペ芸 術 グル ープが制作 した壁画の代表作はサ ンタ ・フ ェの

・・イ ウェイのサ ン ・フラソシス コ通 りにあ った が(写 真1),後 ほ ど消 された。1976

年,同 州で フ ィール ドワーク中の私 が撮 った写真 に よる と,ア ステカ時代に支配者に

牛耳 られた民衆 と手をたず さえた現代 の労働者 が立 ち上が ってい る,と 思え るよ うな

図が描かれてい る(Garduno　 l984:95の 図版 も参照 の こと)。

　 1970年 代 に チカノ研究セ ソタ ーのあ った ラス ・ベガス(ニ ューメキ シ コ州)の ハイ

ラ ン ド大学 では レイバ兄弟 の制 作は拒否 され学 生に よ り壁 画が描 かれた(Garduno

1984:96)。 大 学 の建物 の外壁 に見 られた壁画(写 真2)の 意 味 は よ く分か らないが,

教 会,ピ ラ ミッ ド,支 配者,黒 鷲 とともに民衆が描かれてお り,圧 制への批判が表 現

され ているのだ ろ う。屋 内の壁画(写 真3)に は 見物者が向 って左手には統一農場 労

働組合(UFW)の 旗 と群衆が描かれ てお り,ス トライキの様 子を表わ しているのだ

ろ う。右手には,ア メ リカ合衆 国の国旗が炎 の中に見 え,機 械の横には苦悩 してい る

ら しき人の顔が見え る。

　サ ンタ ・フェとラス ・ベ ガスでは上記 の三点 しか私は見物 してい ないが,こ れ らの

作品 には共通点が認め られ る。政 治的 メッセージ,そ して素人が一つ一つ描いた迫力

写 真1　 1976年 撮 影,ニ ュ ー メ キ シ コ州 サ ン タ ・フ ェ,

　 　 　 　 プ作(現 存 せ ず)

ア ス トラ ソの グ ア ダ ル ー ペ 芸 術 グル ー
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写 真2　 1976年 撮 影,ニ ュー メ キ シ コ州 ラス ・ベ ガ ス,ハ イ ラ ソ ド大 学

写 真3　 1976年 撮 影,ニ ュー メ キ シ コ州 ラ ス ・ベ ガス,ハ イ ラ ソ ド大 学

である。絵が動いてい くような力がこちらに伝わって くる。 レイバ兄弟と仲間はコロ

ラ ド州デソバーを訪れ,チ カノ指導者 コーキー ・ゴソサーレスの創 った組織 「正義の

ための行進」の事務所に行 き,こ の組織が経営する学校 トラテロルコの芸術工房に偶

然ながら壁画を制作することになった。この経験に触発されて,レ イバ兄弟は同じよ
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うな学校を サ ソタ ・フェに創ろ うとしたが,1973-74年 に当局 の手 が入 り,彼 らの壁

画制作 グループは解散 に近い状態にな った。 しか し,ア リゾナ州 フェニ クスのチカノ

組織 には招待 され,三 つの壁画を制作 した といわれ る。

　 この頃,二s一 メキシ コ州を歩いた私の見聞に よると,他 に も壁画活動は認め られ

た。た とえば,ニ ューメキ シ コ大学のキ ャ ンパスには月 と太陽 と人間 を描 いた作品が

あ った(写 真4)。 アルバ カーキ市 のバ リオであ るマルテ ィネス ・タウソの教会 の前

の家 の壁 には グアダルーペの聖 母 とプア ン ・デ ィエ ゴが描かれ ていた(写 真5)。 北

部 の山村 のモ ソテスマ近 くの教会の入 口には 「キ リス ト昇天」 の壁画 があった(写 真

6)。 また,タ オスの町 のア ドベの家 の壁 には半ば消 えかか った絵 が あ った し,同 市

の病院 の内壁には女性壁画家の作品があ るときいた。 この頃,壁 画 に興味 を持 ってい

なか った私は十分 な資料を得ていない。

　 テキサ ス州ではサ ン ・ア ソ トニオ,オ ーステ ィン,ヒ ュース トンが チカノ芸術活動

の中心 であ ったが,多 くの芸術家の中で注 目に価す るのは ヒュース トン市 で活躍 した

レオ ・タソグーマだ とされ る(Goldman　 1984c)。 タ ソグーマは1972年 に シケイ ロス

に接触 し,以 降,彼 の信奉者 とな った といわれ る。制作 した壁画 が破壊 され る ことが

多か った とい う点で も二人は似ていた。1972年 制 作の 「ラ ・ラッサ(民 族)の ため の

人間的技術」は破壊 された。 ヒュース トソは石油化学が主要産業 である保守的 な都市

で,急 進的 ス ローガ ンを持ち攻撃的画法を伴 ったタ ソグーマの作品 は好 まれ なか った

写 真4　 1976年 撮 影,ニ ュ ー メキ シ コ州 ア ル バ カ ー キ,二2　 メ キ シ コ大 学 キ ャ ンパ ス 内
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写 真5　 1976年 撮 影,ニ ュー メキ シ コ州 ア ルバ カ ー キ,マ ル テ ィネ ス ・タ ウ ン

写 真6　 1976年 撮 影,ニ ュー メキ シ コ州 北部 モ ソテ ス マ近 く

の であ る。1973年 に は コ ンテ ィネ ソタル製罐 会社 の壁 に 「我 らの民族 性 の再生 」

(Barnett　 1984:25ペ ー ジ中段 の図版)を150人 に及ぶ市民 と2人 の助手 の協力で描い

た。民族の覚醒 を唱い,フ ォー クロー リックな文化を越えてア メ リカ市 民 としての闘

う文化を担 う人 とな ることを訴 えた といわれ ている。 この壁 画 も破壊 され た。1981年
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には 「私たち」,「制度化 された残忍性 と人種差別に対する人民の判決」,「自然 と融合

した人間性」の三作品を制作中であった(Goldman　 l984c:99)。

　上にのべてきたのはチカノ壁画のまさに素描にすぎない。なにしろ,全 国各地のメ

キシコ系住民の多いところで壁画が描かれ,数 も多 く,と てもその全貌を把握するこ

とは難 しい。 しかし,こ の素描か らも,一 般的に言える事実はある。

　第一に,壁 画は民衆により民衆のために描かれた。作家が指導に当たっても,描 く

のは一人ではなく,近 隣の有志や青年がグループになって描いた。 ロサンゼルスのジ

ュディス ・バカ,サ ン ・フラソシスコのライ ・パ トラソ,シ カゴのマ リオE.カ ステ

ィーリョ,ニ ューメキシコのレイバ兄弟,ヒ ュース トンの レオ ・タソグーマの仕事か

ら明らかなように,青 年,時 として非行青年やモラ トリアム期の青年が制作に参加 し,

自らを知 る機会を得たのであった。

　第二に,1960-70年 代を代表す るチカノ壁画にはシケイロスの影響が大きかった。

この頃,壁 画は街を歩 く民衆に政治的 メッセージを伝えるために存在 したのであ り,

激 しい表現力のあるシケイロスがチカノ作家の良きモデルになったのである。

　第三に,1980-90年 代にな り,マ イノリテ ィが静かに自らを主張することが要求さ

れる時代になると,民 族の姿や文化的表象を壁面に描 くこと自体が民族文化の存在証

明にもなってきた。壁画は時代の状況を反映するものであ り,一 時代が去ると,人 は

同じ壁画とい う表現媒体を使用 し続けたとしても,往 時 と同じ志向と同 じ技法で制作

することは難しくなるのである。それ どころか,前 衛の作家は表現の固定化を好まず,

それを批判 し,時 代に先がけて新たな表現方法を探 し求めてい く。その試みを次章で

みていこう。

3.チ カ ノ壁 画 へ の批 判 的動 向(1970-80年 代)

　　　　　 「歩 く壁 画 」 の 出現

　チ カノ壁画は民衆の手 に よる民衆 のための作品 であるため,表 現の媒体 としては制

限性が大 きい。そのため,表 現 に こだわ る前衛的な人 々は壁画の画法を見なお し,い

ち早 く新 しい試みを始 め る。

　早 くも1972年 に イ ース ト ・ロサ ンゼルスで ウィリー ・ヘ ロソは「割れ 目の入 った壁」

(1972年,SPARCス ライ ド1990:5)を 制 作 し,壁 画その ものに疑問を呈 してい る。

この作品はヘ ロソの兄弟の一人 がバ リオの青年た ちにな ぐられた事件への抗議 のため

に描かれ,傷 ついた若者,闘 う青年,な き叫ぶ祖母 の姿が見え る。下地には青年 たち
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の落書 きが あ り,壁 自体が割れ た ように描かれて いる。 この壁 画については様 々な解

釈が あるが(た とえばSanchez-Tranquilino　 1993:96-97),壁 画 が静的 な ものではな

く動 くもの とす る感覚がヘ ロンにあった,と 私には思える。

　 翌年の1973年,ヘ ロソは グロソクと共作で 「無題」をイ ース ト・ロサ ソゼル スの シ

テ ィ ・テ ラス ・パ ー クに描いて いる(Barnett　 1984:111)。 大 きな顔,歯 をむ き出 し

た 口,こ ぶ しな どが通常 のプ ロポーシ ョンをはず して描かれ ているので,そ れ らが壁

画か ら飛び出 して,こ ち らに向って くるよ うな気 がす る。 また 同年 には,グ ロソクと

共作 で,既 に紹 介 した 「黒 と白の禁止令壁画」(1973,壁 画3)を 描 いた。壁 画が段

に区切 られた構成 になってお り,向 って上段 の左か ら右へ と見て,次 いで下段の一 コ

マー コマを左右 へ と見 てい くと,ニ ュースの コマを見 ている ように仕組 まれてい る
。

ここで もヘ ロンとグロンクが動 きに こだわ っている ことが分か る。

　彼 らの動 きへ の執着は さらに深 まった。 この頃,ヘ ロンと交友 した ガンボアの回想

に よると(Gamboa　 1991),「 歩 く壁画」(walking　 mural)の 試 みは次 のよ うに展開

された。

　 ヘ ロン,グ ロンク,ガ ンボ アな どは高等学校を拠点に して演劇をは じめた。1971年

12月24日,つ ま りクリスマス前夜 に,こ の三人は イース ト・ロサ ソゼルスのイースタ

ソ ・ア ヴェニ ューとホ ワイ ティア ・ブル ヴァー ドの交差点に出て きて,「 十字架の留」

を演 じた。 これは カ トリックの聖週 間の儀礼に ちなんだパ フォーマ ンスで,三 人は十

字架 を背負 ったイエスの道行 きを演 じてみせた。益な き死を栄光 とみなす 当時 の風潮

に水 をさすための試みであ った。人間が壁画の替 りに演 じて,さ っと消えていったの

である。

　次 いで,1972年12月24日,ヘ ロン,グ ロンク,ガ ソボア,パ ッツィ ・バ ルデス(唯

一 の女性 メ ンバ ー)は 同 じ交差点 に現われ
,ま た もや 「歩 く壁 画」 を演 じた。一人は

グアダル ーペの聖 母に扮 し,一 人は ク リスマス ・トリーにな り,一 人は壁 画をかかげ,

一 人はその三人の姿 を記録す る とい うパ フォーマ ソスであった
。

　 1973年 に は,上 の四人 はアス コ(Ascoス ペ イ ン語で 「嫌悪 」の意)と い うパ フォー

マンス ・グル ープを結成 した。そ して,1974年ll月,万 霊節 の 日に共同墓地で ミサが

行なわれ ている ところへ現われて,「 万霊節」 を演出 し,カ トリック教会 の行事 を皮

肉 った。 同年12月24日 に は,ア リゾナ ・アヴェニs一 とホ ワイテ ィア ・ブル ヴ ァー ド
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
の交差点に出てきて,「最初の晩さん」を演 じた。この場所は何年か前にメキシコ系

の人が警官に射殺された ところで,そ の死を記念するパフォーマンスであった。キ リ
　 　 　 　 　 　

ス トの 「最後の晩さん」をもじったもので,痛 めつけられた男の肋骨の見える裸体を
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描 いた画板の前に机 と椅子 を置 き,そ こに座 った グロテス クな男女 が飲食をす るパ フ

ォーマ ソスであ った。 ラッシュ ・ア ワーの最中だ ったので,人 が集 まった。 デサー ト

を 出す代 りに,グ ロソクはパ ルデス とサ ソ ドバ ル(共 演者)の 二人 を酒屋 の外壁 にテー

プでは りつけ,観 衆 が二人 を助け,二 人は逃げだ したそ うである。

　 このよ うな試 みが出て くると,動 か ない壁画は魅力に欠けて くる。しか し,パ フ ォー

マソスは常に即応性 を要す る ものであ り,表 現へ と向か うエネルギーが充満 している

間 しか続かない。 アス コの活動 は1987年 以 前に消えてい った(Gamboa　 1991)。

4.「 移 動 用壁 画 」 の 出現(1980-90年 代)と 壁 画 の 現状

　 アス コの活動は壁 画の先細 りを示 しているが,現 実は前衛的試みの よ うには動か な

い。 アスコがイ ース ト・ロサ ソゼルスで活躍 してい る間に も,壁 画は描 き続 け られ て

いる。 しか し,そ こに も変化 が訪れ ている。

　 1988年 以 降,「 大 きな壁 に限 りな し」 プ ロジ ェク トが進 み,70以 上 の壁画が ロサ ソ

ゼルスの民族 居住区に制作 された ことは既 にのべた。そ して,1995年 に は,「 プ ロジ

ェク トMAT(murals　 against　Tobaco反 タバ コ壁画)」 が始 ま り,　SPARC(Social　 and

Public　Art　Resource　 Center社 会 公共芸術資源 セ ンター)は ロサ ンゼルス郡 と或 るメ

デ ィア会社 の協賛を得て,反 喫煙,反 ドラッグ,反 アル コール依存のキ ャンペ ーンの

ため15人 の青年芸術家に壁画制作 を依頼 した。 これ らの作品は ロサ ソゼルスの85の 屋

外広告板 に展示 され た とい う(SPARCパ ンフ レッ ト1996)。 この展示方法か ら判断

す るに,「 移動 用壁 画」(portable　 mural)で あ ろ う。

　 同 じ頃 ジュデ ィス ・バ カが制作 した 「世 界の壁(恐 怖 のない未来)」 と題 され た七

枚 の壁画 も 「移動用壁画」であ る。世 界の平和 を唱 った この作品は1990年 に は フ ィン

ラン ドとロシアへ の巡回展に出品 され,1991年 に はス ミソニア ソ ・イ ソステ ィテ ユー

トに展示 され た(Lomeli　 ed.1993:197)。

　 シカ ゴでは1987年 に メキシコ美術セ ソターの主催 でパ リオの壁画展が企画 され,19

の 作 品が 出品 された が,こ れ らも 「移 動用壁 画 」 であ る(The　 Mexican　 Fine　Arts

Center・Museum　 1987a)o

　 上 の例 か ら判断す るに,壁 画 とはいわれなが ら,キ ャソバ スに描かれ,美 術館や博

物館 や広告板 に展示 され ている。つ ま りは 「移動用壁画」 なのである。 もっとも,こ

のタイ プの壁画 は今 に始 まった ものではない。既 にのべ た ように,1931年12月 一32年

1月 に ニュー ヨー クで リベ ラが個展 を開いた折,こ のタイ プを採 り入れてい る。 メキ
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シコで既 に描 いた代表的壁画の部分部分 を記憶 に頼 りつつキ ャンパ スに描 き,こ れを

展示 したのであ った。 この場 合,ニ ュー ヨークで メキ シコの壁画 を再現す るために こ

れ以外に仕方がなか った。 ところが,1990年 代 の 「移動 用壁画」 はオ リジナル と して

描かれた ものであ るか ら,本 来 は屋外用 の作品であ った ものが美術館に展示 され る絵

画にな りつつあ ることを示 している。

　 壁画がキ ャソバスに描 かれ るのなら,絵 画や ポス ター(文 献 中の図録参照)と どこ

が違 うのだろ うか。壁画 の時代 は終わ ったのではないだろ うか。 この よ うな質問に対

しては,往 年 の力強 いチカノ壁画の時代は終 わ ったが,都 市 のあ ちこちで壁画は生 き

残 ってい る,と 答えるのが現実 にそ ぐうことであろ う。

　 1994年10月,ニ ューメキシ コ州 アルバ カーキを訪れ る と,大 学のキ ャソパスにあっ

た壁 画(写 真4)は な くなっていた し,マ ルテ ィネス ・タウ ンの壁画(写 真5)は 半

ぽ消え,元 の姿 を覚 えている人だけが グアダルーペの聖母 とプア ン ・デ ィエ ゴの像 を

探 し当て られ るほどであ った。 アングロ寄 りの市政が行 き渡 り,壁 画を描 くことに批

判 的な雰 囲気が ある,と い うことであ った。 ニューメキ シコ大学では,メ キシ コ系の

学 生が集 ま り,壁 画を描 く壁を 自由に解放 しよう,と キ ャンペ ーソを していた。

　 サ ソタ ・フ ェでは アス トランの グル ダルーペ芸術 グル ープの描いたサ ン ・フランシ

ス通 りの壁 画(写 真1)は 既 に消 去 され た と文 献 に記 され てい る(Griswold　 del

Castillo　et　al.　eds　 1991:278)。 同 グルー プが描 いた他の作品は ど うな ったのか を知 る

写 真7　 1994年 撮 影,ア リ ゾナ 州 トゥ ソ ン,オ ール ド ・タ ウ ンの文 化 会 館
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'

写 真8　 1994年 撮 影,ア リ ゾナ 州 ト ゥソ ン,メ キ シ コ系 バ リオ

写 真9　 1994年 撮 影,ア リ ゾナ州 トゥ ソン,メ キ シ コ系 バ リオ
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写 真101994年 撮 影,ア リ ゾナ州 トゥ ソン,メ キ シ コ系 バ リオ

写 真111994年 撮 影,ア リ ゾナ州 トゥ ソン,メ キ シ コ系 ・ミリオ
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写 真12　 1997年 撮 影,Rサ ンゼ ル ス,オ ル ベ ラ街 近 くの メ キ シ コ文 化 会 館

写 真13　 1997年 撮 影,ロ サ ソゼ ル ス,ユ ニオ ン ・ス テeシ ョ ン裏 出 口
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機 会はなか った。

　 同年 同月,ア リゾナ州 トゥソンを訪れる と,多 くの壁画に出会 った。オ ール ド ・タ

ウソの文化会館 の外壁(写 真7)や ア リゾナ大学 の南西に位置す るメキ シコ系居住 区

において である(写 真8,9,10,ll)。8は 住宅 の装飾,9は 変 電所 の殺風景 な壁

を飾 るため の ものであ る。10は 近隣のヤキの人 々の文化,11は メキ シコの英雄 を描 い

ている。政治的指導者を描いていて も,そ こに政治的 メ ッセ ージが こめ られている雰

囲気 は少 ない。

　 1997年11月,ロ サ ンゼルスを訪 れる と,オ ルベラ街 のシケイ ロスの作品 「トロピカ

ル ・アメ リカ」はベ ニヤ板で被 われ,何 も見axな か った。近 くの メキ シコ文化会館へ

行 くと,1970年 代 と同 じ壁画が あった(写 真12)。 メキ シコの歴史 と農村を ノスタル

ジ ックに描 いた装飾的な作品である。少 し歩いて,ユ ニオ ソ ・ステーシ ョソに行 くと,

裏 出 ロは以前 よ り整備 され て,頭 上 の壁面 には多民族 性を テーマに して政 治的 リー

ダーや様 々な顔 が描かれていた(写 真13)。 駅 の正面 に戻 って,ダ ウソタウンへ 向つ

て歩 くと,そ こは工事中で,防 壁 が続 いていた。全体に絵が描いてあるのが分か った

が,道 路に面 した防壁の絵 は近寄 って見 ることがで きた。ア ラメダ地 区の開発 のため

に工事があ ることが明記 され,「 資材を分け合 いま しょう」とい うスペイ ン語 のス ロー

ガ ソと共 に働 く人 々の姿が描 いてあ った(写 真14)。 市 民 に この メ ッセ ージを伝xる

ため,そ して工事現場を隠す ために役立 ってい る,と 私には思えた。

写 真14　 1997年 撮 影,ロ サ ンゼ ル ス,ユ ニ オ ン ・ス テ ー シ ョソ近 くの ア ラ メ ダ区 開 発 工 事 用 防 壁
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　ユニナソ ・ステーショソの新 しい壁画と工事現場の防壁に描かれた絵がメキシコ系

の人々だけで描かれたのか,他 の人hの 手 も入 っているのか私は確かめていない。い

ずれにしても,これらの例は壁画が生き残るための例になるだろうと私には思われた。

人hY'メ ッセージを伝え,し かも,そ の場を装飾 しているからである。

あとが きにかえて

　本稿は副題に記 したように,ま ことに素描に過ぎない。ここ20年あまりの間にアメ

リカ合衆国南西部で私が見聞した壁画が印象に残 り,メ キシコ系アメリカ人の壁画制

作活動の概要を知 りた くな り,文 献を入手 して大まかなスケッチを描いてみたのであ

る。これから機会を得て,ロ サソゼルス,サ ン・フラソシスコ,シ カゴ,デ トロイ ト

で壁画を見聞 し,知 見を広め今よりバランス のとれた理解を得たいと考えている。

　第4章 でのべたように,こ の人々の描 く壁画は美術館に入 りつつある。また,壁 画

以外の表現活動,た とえば絵画や グラフィック・アー トは美術館や画廊の支援を得な

がら制作されることが多い。そのため,各 地方の美術館,エ スニック画廊,援 助機関

(たとえばSPARC)の 果たす役割は大きくなっている。これらの組織が芸術家 と一

緒になって目ざす表現のかたちはアメリカン ・ポップ ・アートの一部 となるだろう。
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ただいた。 この折にはスライ ドを活用 した。

　吉田憲司助教授から頂いた コメソトにより様々な修正をほどこすことができた。園田直子助

教授は貴重な示唆を下さった。記 して謝意を表したい。

　 ロサソゼルスにある社会公共芸術資源センターSPARC(Social　 and　Public　Art　Resource

Center,　Venice,　California)は 作 品の版権の取得に協力 して下さった。その壷力に感謝している。

個々の作家の作品で版権のとれないものが多 く,本 稿に収録することを断念 した。

注

1)　 「オ ロス コは最 初 の芸 術上 の刺 激 を ポ サ ー ダか ら受 け た と 自認 して い る し,リ ベ ラは プラ

　 ド ・ホ テ ル(メ キ シ コ ・シテ ィ)に 描 い た壁 画 に 自画 像 を 入れ,フ リー ダ ・カ ロの手 を 自分

　 の肩 に置 き,同 時 に ポ サ ー ダ風 の骸 骨 婦 人 の 手 を取 る 自 分 の姿 を描 き,自 ら の芸 術 上 の系 譜

　 を 明示 して い る」 と研 究 者 ロ ド リ　 [_aスは のべ て い る(Rodriguez　 l969:141,図 版150)。
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2)ア ル マ ・リー ドは カ リフ ォル ニ ア大 学 バ ー ク レー校 で考 古 学 を 専 攻 した 後,同 州 で ジ ャ ー ナ

　 　リス トと して活 動 して いた 。 絞 首 刑 の年 齢 を14歳 か ら18歳 に 上 げ るべ き と論 を は る こ とに よ

　 　り,職 長 殺 害 の 罪 に よ り絞 首 刑 に処 せ られ そ うだ った メキ シ コ人 労 働 者 を 救 った た め,オ ブ

　 レゴ ン大 統 領 に 招 か れ メキ シ コを 訪 問 した 。 そ の 後,カ ーネ ギ ー財 団 の 支 援 に よ るユ カ タ ン

　 半 島 で の 遺 跡 発 掘 の 報 道 を ニ ュ ー ヨー ク ・タ イ ム ズ誌 のた めV'行 な った 。1923年,当 時 の ユ

　 カ タ ン州 の 改 革 派 州 知 事 フ ェ リペ ・カ リー リ ョと恋 に お ちい るが,翌 年 カ リー リ ョの 暗 殺 が

　 起 こ った 。 以 来,ア ルマ の メ キ シ コへ の傾 斜 は 続 き,オ ロ ス コの ア メ リカ合 衆 国 で の活 動 を

　 支 援 した(Hurlburt　 1989:26-27)。

3)　 ア シ ュ ラ ム とは イ ン ドの ワル ダに お け る ガ ンデ ィ の住 居 の 名 前 。1920年,ア ル マ ・ リー ド

　 は ニ ュ ー ヨ ー クに 移 住 した シ ケ リア ノ ス(ギ リシ ャの 詩 人)未 亡 人 の マ ダ ム ・イ ヴ ・シ ケ リ

　 ア ノス と一 緒 に ア シ ュ ラム の サ ロ ンを盛 り立 て た(Hurlburt　 1989:27)。

4)　 この プ ロ ジ ェ ク トに よ り,石 垣 栄 太 郎 も ニ ュ ー ヨ ー クの ハ ー レムで1935年 頃 か ら3年 ほ ど

　 壁 画 制 作 に た ず さわ った。 しか し,国 籍 上 の 制 限 の た め 解 雇 され た(浅 野1982:63-64;安

　 來1997:13;芸 術 新 潮 特 集1995年10月 号:32)。 こ の期 の影 響 を 示 す 石 垣 の 絵 は 和 歌 山 県 立

　 近 代 美 術 館 所 蔵 の 「ボ ーナ ス ・マ ー チ 」(1932年)や 「キ ュー バ 島 の 氾 濫 」(1933年)(和 歌

　 山 県立 近 代 美 術館(図 録)1997:作 品 図 版13,14)と され て い る(安 來1997参 照)。

5)　 ア メ リカの 生 活 を 描 く こ とを 唱 った 地 域 主 義 を 代 表 す る画 家 。1930年 代 に壁 画制 作 に 関 わ

　 った。

6)　 この 期 の ロ ック フ ェ ラ ー家 の メ キ シ コ文 化 との 関 わ りは 大 き い。 ネ ル ソ ン ・ロ ッ ク フ ェ

　 ラー は ス タ ソ ダ ー ド石 油 会 社 の 資 産 が メキ シ コで 国 有 化 され る こ とを避 け るた め に カ ル デ ナ

　 ス大 統 領 と親 交 を も った。 そ して,そ の 頃,メ キ シ コの美 術 品,と くに 考 古 資 料 を 収 集 した。

　 そ して,1930年 に は,駐 墨 米 国大 使 モ ローの 口　 f�xによ りカ ー ネ ギ ー財 団 の 資 金 援助 を得 て,

　 メ トロポ リタ ン美 術 館 で1200点 を 展 示 した メキ シ コ巡 回 展 の 開 催 に 貢 献 した。 また,1940年

　 に は ニ ュ ー ヨー ク近 代 美 術 館 で500点 を展 示 した 「メキ シ コ芸 術 の二 〇 世 紀 」 展 を 開 催 した

　 　 (Hurlburt　 1989:9)0

7)　 この壁 画 は1934年 に メ キ シ コ国 立 芸 術 院 に再 現 され た。

8)　 この 制 作 に はRCAピ ル の壁 画 の 制 作 時 と同 様 に ベ ン ・シ ャー ン と野 田英 夫 が参 加 した

　 　 (Hurlburt　 1989:162,168,190;中 原1994:54)。

　 　 ペ ソ ・シ ャー ンは リベ ラ との接 触 に よ りフ レス コ画 につ い て学 び,幾 つ か の壁 画 習 作 を 残

　 す こ とに な った(プ レス コ ッ ト1991:13)。

　 　 野 田英 夫 は1930年,リ ベ ラが カ リフ ォル ニ ア美 術専 門学 校 の 図書 館 の壁 画 を制 作 した 時 に

　 も,こ れ に参 加 してい た(本 江1982:72)。

　 　 な お,日 本 で メキ シ コ色 の濃 い 画家 と して知 ら れ る北 川 民 次 は 壁 画 運 動 に直 接 的Y'は 関 与

　 しなか った よ うで あ る。 しか し,1921年 か ら1936年 ま で の15年 間 も メ キ シ コに滞 在 し,オ ロ

　 ス コ,リ ベ ラ,シ ケ イ ロス と交 友 を も った(愛 知 県 立 近 代 美 術 館(図 録)1996:北 川 民 次 年

　 譜)。

9)真 性 フ レス コ も し くは灘 式 フ レス コ と訳 され る もの で,石 灰 を塗 っ た壁 画 に下 絵 を 描 き,

　 さら に仕 上 げ の石 灰 を 塗 り末 だ 固 ま らな い 内 に絵 具 を塗 る(詳 し くは,森 田1994:16-23)。

10)　 メ キ シ コ系 お よび メキ シ コ起 源 の人 名,地 名 な ど を スペ イ ソ語 表 記 に従 うこ とに す る。 た

　 だ し,英 語 表 記 が 定 着 して い る場 合 は それ を採 った(た とxぽ,Rサ ンゼ ル ス)。

11)　 カ ナ ダ,カ ル ガ リー生 まれ(1930年)の 画 家 。 メ キ シ コで絵 画,壁 画 の制 作 にた ず さわ っ

　 た 。
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